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１．2025年第2四半期(中間期)連結決算実績（対前年）

（１）決算概要 （４）セグメント情報

（単位：百万円） （単位：百万円）

2024年中間 2025年中間 増減 増減率(％) 売上高 セグメント利益

売上高 64,034 65,330 1,296 2.0 2024 2025 増減 ％ 2024 2025 増減 ％

営業費用 61,404 60,622 △ 782 △ 1.3 エネルギー 59,613 61,327 1,714 2.9 3,510 5,864 2,354 67.1
営業利益 2,629 4,707 2,078 79.1 (うちガス) (49,380) (50,149) (768) (1.6) (5,515) (6,265) (750) (13.6)

経常利益 2,837 5,050 2,213 78.0 (うち電力小売) (7,298) (8,083) (784) (10.8) (△2,138) (△554) (1,584) (－)

1,890 3,623 1,732 91.6 ライフサービス 3,669 3,118 △551 △15.0 408 279 △129 △31.7
リアルエステート 879 1,017 137 15.7 490 342 △147 △30.1

（２）販売量等 調整額 △128 △133 △4 － △1,779 △1,778 1 －
（２）ガス販売量等家庭用ガスは、お客さま件数の増加や気温・水温が低めに推移したことにより増加。 合計 64,034 65,330 1,296 2.0 2,629 4,707 2,078 79.1

業務用ガスは、主に工業用のお客さま設備の稼働が増加したことなどにより増加。
電力小売は、お客さま件数の増加などにより増加。 ２．2025年12月期の連結業績予想
ガス販売量 （単位：千㎥）

2024年中間 2025年中間 増減 増減率(％)

家庭用 194,554 198,607 4,052 2.1

商業用 55,226 55,949 723 1.3

工業用 98,940 100,521 1,581 1.6

その他用 23,469 24,557 1,088 4.6 通期連結業績予想 （単位：百万円、千㎥）

業務用 177,636 181,029 3,393 1.9 前回 今回 増減 ％ 前年 当年 増減 ％

合計 372,190 379,636 7,445 2.0 ガス販売量 677,000 674,000 △3,000 △0.4 665,053 674,000 8,946 1.3

（単位：千kWh） 売上高 118,900 116,200 △2,700 △2.3 115,704 116,200 495 0.4

2024年中間 2025年中間 増減 増減率(％) 営業利益 2,400 2,800 400 16.7 1,434 2,800 1,365 95.3

電力小売販売量 273,994 296,546 22,551 8.2 経常利益 3,100 3,400 300 9.7 2,266 3,400 1,133 50.0

（単位：件） 当期純利益 2,100 2,500 400 19.0 1,623 2,500 876 54.0

2024年中間 2025年中間 増減 増減率(％) 設備投資額 13,300 13,300 － － 15,799 13,300 △2,499 △15.8

都市ガスお客さま件数(※) 1,055,897 1,067,768 11,871 1.1 前提条件（2025年8月以降）

※取付ガスメーター数

（３）設備投資額 （単位：百万円） 為替レート(円/＄)

2024年中間 2025年中間 増減 増減率(％) 原油価格(＄/ｂ)

（３）設備投資額 4,893 6,122 1,228 25.1

＜2025年中間期の主な投資＞導管、リーフシティ市川 ザ・レジデンス等

155.0 145.0

80.0 75.0

有形・無形固定資産

前回 今回

2025年8月4日

京葉ガス株式会社

【増収・増益】【リーフシティ市川 ザ・レジデンス竣工】

ガス・電力小売の販売量増加等により増収。営業費用は電力調達コストが大幅に減少したこと

等により増益。

エネルギーは、ガス・電力小売の販売量の増加や電力調達コストの減少等により増益。

ライフサービスは、ガス機器販売等の売上減少に伴い減益。

リアルエステートは、リーフシティ市川 ザ・レジデンス竣工に伴う初期費用により減益。

親会社株主に帰属する中間純利益

【対前回予想（2025.2.14公表の業績予想）：上方修正】

売上高は、原料価格が想定を下回って推移したことに伴うガス販売価格の値下がりにより減

収。原料価格が下落したことによるスライドタイムラグ影響などにより増益。

【対前年：増収・増益】

ガス・電力小売販売量の増加により増収。電力調達コストの減少も加わり増益。


